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後、測定に用いた。 

 実験装置の概略を図 1に示す。チタンサファイア再生増幅器からの出力の倍波(400nm)を励起
光としてもちい、基本波をゲート光として利用した。カーゲートの媒体としてはベンゼンを用い、
検出には ICCDカメラを用いて漏れ蛍光を減少させS/Nを向上させた。装置の応答関数は約 250fs

であった。サンプルはフローの条件下で測定を
行った。 

3. 結果と考察 

 図 2に測定の結果得られた典型的な時間分
解スペクトルを示す。[BMIm][PF6]の例に示さ
れるように、励起直後に現れる高エネルギー側
の蛍光が Normal体によるものであり、時間と
ともに Normal体の蛍光が低エネルギー側に
ストークスシフトしていく様子がわかる。また
さらに低エネルギー側に Tautomerの発光に
由来する成分が時間とともにその強度を増し
ていく様子が観測される。 

 イオン液体の種類を変えても、ほぼ同様のダ
イナミクスが観測されるが、Normal体の蛍光
のダイナミックストークスシフトの様子や、
Tautomer体の立ち上がりの様子がイオン液
体の種類によって変化することが明らかとな
った。たとえば図に示されるように
[P6,6,6,14][NTf2]においては励起直後の非常に
早い段階で、Tautomerの発光が見られる。 

 これらの蛍光のダイナミクスを評価するた
めに、各時刻におけるスペクトルを二つの
Log-Normal関数でフィットした結果が図中
の黒の実線であり、スペクトル変化を適切にと
らえていることがわかる。この関数を積分する
ことにより Tautomer体の立ち上がり時間を
評価したところ、[BMIm][PF6]では 6.5 ps 

(40 %)および 41 ps (60%) (カッコ内は強度の
割合)で立ち上がるのに対し、[P6,6,6,14][NTf2]では 1ps以下の立ち上がりが 25%であり、のこりが
7.2 psで立ち上がることが分かった。これらの違いの詳細、ならびに他のイオン液体との比較に
ついてはポスターで詳しく発表する予定である。 
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図 2 時間分解蛍光スペクトル 


